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PRESS RELEASE 

配信先：✅大学記者会（東京大学）✅文部科学記者会✅科学記者会 

2025 年 4 月 16 日 

東京大学 

 

エムポックス（MPOX）に対する日本発ワクチンの免疫学 

LC16m8 ワクチン接種による免疫応答を初めて包括的に解析した研究成果を発表 

 

発表のポイント 

◆天然痘ワクチンである弱毒生ワクチン LC16m8 の安全性と免疫原性の評価を複数のモデルで

実施し、マウスモデルで LC16m8 が MPOX感染に対する強力な防御効果を示すことを実証した。 

◆LC16m8接種者の検体分析により、多様なMPOXウイルス株に対する中和抗体産生を確認した。 

◆世界的に拡大する MPOX に対する有効なワクチン戦略の科学的根拠を提供し、安全性と有効

性の両立という観点から、現在進行中の MPOX 感染症パンデミックへの対応策として大きな貢

献が期待される。 

 

LC16m8 ワクチンによる多様な MPOX ウイルス株に対する免疫応答の誘導 

LC16m8 は複数のマウス系統において強い抗体応答と細胞性免疫を誘導し、MPOX ウイルス感染

に対する防御効果を示した。また、ヒト接種者においても多様な MPOX ウイルス株に対する中和

抗体の産生が確認された。 

 

概要 

東京大学医科学研究所を中心とする研究グループ（筆頭著者：小檜山康司准教授、責任著者：

石井健 教授）は、世界保健機関（WHO）が承認した日本発のエムポックス対策ワクチン「LC16m8」

の免疫学的効果を多角的に解析し、その安全性と有効性を示す初の包括的な研究成果を国際学

術誌に発表しました。本成果は、2024 年に WHO が再度「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急
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事態」（PHEIC; public health emergency of international concern）を宣言したエムポック

スウイルス: クレード Ib の流行に対して、LC16m8 ワクチンが有用であることを示し、アフリ

カ諸国における今後の感染拡大に対して、ワクチン開発や評価、治療法研究における基盤技術

としても大きく寄与することが期待されます。 

 

Overview 

 This manuscript explores the immunogenicity and safety of LC16m8, an attenuated 

vaccinia virus vaccine initially developed for smallpox in Japan, which has 

shown promise in preventing mpox (previously known as monkeypox). 

 The recent global spread of mpox, particularly in 2022–2024, underscores the 

pressing need for safe and broadly effective vaccines. 

 

 

発表内容 

エムポックスウイルスは、1958 年にデンマークで同定され、1970 年には初めてヒトでの感染

がコンゴ民主共和国 (当時はザイール)で確認されました。エムポックスは中央アフリカや西

アフリカを中心に現在も流行しております。2022 年には 100 を超える国でエムポックス感染者

が報告され、WHO が PHEIC を宣言しました。2023 年 5 月に PHEIC の終息が宣言されたものの、

2024 年新たなウイルス株であるクレード Ib の感染が急速に拡大し、2024 年 8 月再度 PHEIC が

宣言されました。2022 年 1 月 1 日から 2025 年 1 月 31 日までの 3 年間で、13 万の人が感染し

たと WHO により報告されています。 

 

エムポックスウイルスはポックスウイルス科オルソポックスウイルス属であり、痘瘡ウイル

ス (天然痘ウイルス)と同じ分類であることから、天然痘ワクチンがエムポックスに対して予

防効果があると考えられています。実際に、2022 年 8 月に日本発の天然痘ワクチン株であるワ

クシニアウイルス LC16m8 株がエムポックスの予防に対して承認されています。 

 

本研究では、マウスモデル、非ヒト霊長類、そしてヒトの臨床試料を用いて、LC16m8 ワクチ

ンがエムポックスウイルスに対してどのような免疫応答を引き起こすのかを詳細に検証し、特

に広範な抗体反応および T 細胞による長期的な防御免疫が誘導されることを明らかにしました。 

 

まず、3 種の異なるマウス系統 (BALB/c, C57BL6/J, CAST/EiJ)を用いて免疫学的評価を行

い、すべての系統でエムポックスウイルス抗原特異的抗体の誘導が確認され、エムポックスウ

イルスに感受性の高い CAST/EiJ マウスを用いた実験では、LC16m8 による防御効果を初めて直

接的に示しました (図 1)。 
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図 1. LC16m8 接種による感染予防効果 

 

次に、非ヒト霊長類であるカニクイザルを用いて評価したところ、LC16m8 の安全性および接

種によるエムポックス抗原に対する抗体誘導が確認されました。 

 

最後に、LC16m8 接種前後のヒト検体を比較したところ、ワクチン接種によりエムポックスウ

イルス抗原に対する抗体を誘導し、複数のクレード (Ia, IIa, IIb)に対する中和抗体を引き

出すことが示されました。さらに、現在の PHEIC の対象になっているクレード Ib に対する抗

体反応が、LC16m8 接種後のマウス、非ヒト霊長類、ヒトの臨床試料で誘導されていることが確

認されました。 

 

これらのことは、LC16m8 株は複数の遺伝的クレード（Ia, Ib, IIa, IIb）にまたがる広範な

抗体応答を引き出し、今後のエムポックスウイルスの変異や流行の拡大に対しても有望な対策

となることが期待されます。 

 

What Was Done 

1. Preclinical Testing in Multiple Animal Models 
o Mouse Studies: Three strains of mice (BALB/c, C57BL/6J, and CAST/EiJ) 

were vaccinated with LC16m8. Researchers evaluated how well the vaccine 

induced immune responses and whether it protected mice against mpox 

challenge. 

o Non-Human Primates: Cynomolgus monkeys were administered LC16m8 and 

monitored for safety (e.g., body weight, temperature, and any local or 

systemic reactions). 

2. Early Clinical Evaluation in Humans 
o Blood samples were collected from healthy adult volunteers before and 

after LC16m8 vaccination. 
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o Immune responses were measured, including the presence of neutralizing 

antibodies against different mpox virus strains. 

Key Findings 

1. Strong and Targeted Immunity 
o LC16m8 elicited robust antibody responses targeting important mpox 

antigens (e.g., H3, A35, and M1). These antibodies were effective against 

multiple mpox clades (Ia, IIa, IIb), suggesting broad coverage. 

o In mice, LC16m8 induced germinal center B cells and follicular helper T 

cells—both critical for long-term immune memory. 

2. Protection Against Mpox 
o Vaccinated CAST/EiJ mice, which are highly susceptible to mpox infection, 

showed reduced viral loads in lung tissue. 

o Early human data indicate that one dose of LC16m8 significantly boosts 

neutralizing antibodies capable of recognizing diverse mpox strains. 

3. Favorable Safety Profile 
o In cynomolgus monkeys given a high dose of LC16m8 intravenously, only 

localized pox lesions were noted, with no serious impact on weight, 

temperature, or vital blood parameters. 

o Human volunteers showed no serious adverse events in the follow-up period, 

consistent with previous reports. 

4. Implications for Policy and Practice 
o LC16m8 may be a viable, scalable option for mpox vaccination, relevant 

for outbreak control and for protecting vulnerable populations. 

o Its broad immunological coverage suggests this vaccine could be deployed 

globally, including in regions where mpox has newly emerged or re-

emerged. 

 

Why It Matters 

 Global Preparedness: Mpox’s classification as a Public Health Emergency of 

International Concern by the WHO in 2022 and again in 2024 signifies a critical 

need for reliable vaccines. 

 Supports 100-Days Mission Goals: Accelerated development and approval processes 

can help control mpox outbreaks promptly. 

 Potential Next Steps: Further studies are needed to confirm efficacy in larger, 

more diverse human populations (especially immunocompromised individuals). 

International collaboration and data-sharing will be pivotal in refining 

vaccination strategies and ensuring equitable distribution. 

 

Conclusion 

LC16m8 shows strong promise for preventing mpox: it elicits robust immunity, 

demonstrates efficacy against multiple strains, and offers a favorable safety profile. 

These findings reinforce LC16m8’s potential as an important global countermeasure, 
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informing vaccination campaigns and guiding regulatory and policy decisions to combat 

mpox worldwide. 
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用語解説 

（注 1）LC16m8 弱毒化された天然痘ワクチン株。元々は日本で 1975 年に天然痘ワクチンとし

て承認され、2022 年には MPOX（サル痘）ワクチンとしても承認された。Lister 株からクロー

ン化され、低温条件下で継代培養することで弱毒化された株であり、B5 遺伝子に欠失があるこ

とが特徴。 

 

（注 2）エムポックス（MPOX） 以前はサル痘と呼ばれていた感染症で、オルソポックスウイル

ス属に属するモンキーポックスウイルス（MPXV）によって引き起こされる。主な症状として発
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熱、リンパ節腫脹、特徴的な発疹があり、2022 年以降世界的な流行が見られている。現在、ク

レード Ia、Ib、IIa、IIb の 4 つに分類されており、特にアフリカの一部地域では致死率の高い

クレード Ia と Ib が問題となっている。 

 

（注 3）クレード 生物分類学において、共通の祖先から進化した生物のグループのこと。エム

ポックスウイルスは遺伝的特徴に基づいて複数のクレードに分類されており、それぞれ病原性

や地理的分布が異なる。 

 

問合せ先 

（研究内容については発表者にお問合せください） 

 

東京大学医科学研究所 ワクチン科学分野 

教授 石井 健（いしい けん） 

Tel：03-6409-2111 E-mail：kenishii@ims.u-tokyo.ac.jp 

 


